
安全 とっとり運動 

鳥取労働局 

 安全の「見える化」とは、職場に潜む危険を可視化（見 
える化）し、これを活用して行う安全衛生活動です。 

 
 鳥取労働局では、県内の事業場が「見える化」に取り 

組むことによって、すべての労働者が安心して働くこと 
  ができる職場を目指す『安全「見える化」とっとり運動』 
  を展開しています。 
 
 労働災害の防止、死亡災害の撲滅に向けて、経営トッ 

プや労働者一人ひとりの安全に対する意識や危険感 
受性を高め、「誰もが安心して健康に働くことができる 
社会」の実現を目指しましょう。 

 
 

「見える化」とは、 

見えない 危険 を 可視化 する安全衛生活動です                

フォークリフトの後方にトラロープを張り、トラロープまで
振り向いて確実に後方確認することにした 

階段に通行区分と、事故が起こりやすい最後の３段 
にカウントダウンを表示して注意を喚起しています 

行き先までの通路がわかるように、OKマットを黄色に塗 
装して鉄筋上の通路とした 

短期雇用の作業者がフォークリフトと接触する災害が発
生したため、４つの色分けルールを決め表示した 

（注）大阪労働局のHPから抜粋した「見える化」の事例です。 

H27・3 

（期間：平成27年4月1日～平成30年3月31日） 



「職場の通路に置いた物につまずかないよう整理整頓ができているかどうか毎日点検します。」など、具体的に、誰でも分か
りやすい表現とし、安全管理者自らがそれを実行していることを、すべての作業者が確認できるような内容にしましょう。 
作業者一人ひとりがあなたの行動を見ています。 

○宣言内容は毎月更新することが望まれますが、作業現場によっては1か月を超える適切な時期ごとに更新することも有効です。 
○基本サイズはA-３です。掲示場所に合わせて拡大してください。 

会  社  名 
 
安全管理者 
（自筆で署名しましょう） 

安全管理者 

平成  年度  第   回 
掲示日   平成   年   月   日 

『安全宣言』 
労働災害防止のため 

    私は次のことをします！ 
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